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耕
作
地
が
分
散
し
た
ま
ま
で
は
効
率
化
進
ま
歩

。
農
地
集
約
で
は
よ
り
広
域
の
事
業
地
区
指
定
を

。
街
づ
く
り
の
基
本
計
画
は
地
域
再
生
委
員
会
で

本
1m 

正
義

凶
耐
の
担
札
が
制
い
て
い
る

が
、
出
H
4大
出
民
的
制
刷
民
越

れ
が
あ
っ
て
は
毎
り
な
い
。
側
一
十

刀
晴
也
市
川
附
凶
川
町
収
制
し
て
防
ら

ず
、
成
主
事
く
の
惜
災
計
岬
迦
雌

所
川
也
捕
在
制
口
て
い
る
中
で
、
拙

ら
の
出
而
町
生
活
刷
似
と
、
刷
叫
跡

世
併
を
官
む
拙
川
昭
押
へ
の
剛
簡
を

い
ち
卓
く
実
施
す
ベ
向
日
で
占
る
。

同
時
に
、
将
来
叶
耐
を
削
る
こ

と
が
市
恥
別
で
あ
り
、
地
胤
師
済
社

会
の
出
り
方
弘
宮
市
制
端
的
に
弘
山
す

作
諜
が
必
一
叫
で
あ
ろ
う
“

出
法
L
聞
し
て
は
、
先
に
政
附

は
抽
出
県
川
町
山
崎
香
前
制
約
し
穴
誠

一
法
越
的
、
車
L
世
立
地一一一一

を
題
曲
す
る
方
向
で
前
町
し
て
い

る
己
と

r点
川
ら
か
に
し
た
ー
ま
た
、

田
山
柵
出
品
認
は
、
新
た
な
弱

づ
く
り
い
各
地
め
る
た
め
に
「
特

区
制
山
」
在
日
間
す
v
官
」
と
を
政

府
に
出
め
る
ん
剖
で
出
る
。

叫
府
県
・
沖
地
ゼ
副
ぷ
冠
水
し

ι民
地
は
2
元
3
6
0
0幻
{
う

÷
時
附
は

2
A
1
5
1
P
)
と
肌
担

さ
れ
、
山
地
・

MMR刈
馳
此
の
出

掛
は
7
2
9
F
d田
川
に
上
る
。
当

山
は
山
地
の
が
れ
色
町

mh、
陥

脱
、
帥
ホ
附
・
帥
山
ポ
ン
プ
の
師

自
抵
ど
、
可
出
な
市
山
崎
で
の
叫
状

山
川
輩
出
め
、
そ
の
上
で
今
後
の

引
口
本
一
抑
の
山
誕
の
あ
り
方
を

巧
え

ιけ
れ
ば
な
ら
な
い
u

市
庁
北
内
山
に
つ
い
て
み
品
と
、

山
口
て
山
崎
、
制
山
在
地
耐
刷

の
モ
れ
ぞ
れ
1
・
2
%
、

H
-
o

u

町、

4
・
0
児
が
叫
収
ま
た
は
耐

水
の
仙
川
に
抽
出
っ
た
。

3
眠
の
2

0
1
0年
の
山
去
の
究
極
を
R
M
で

物
船
し
て
お

Fbt
山
下
森
川
原 東

京
大
学
融
授

(
附
指
山
リ
ふ
と
山
記
以
外
白
山
提

市
議
派
)
の
散
は
約
盟
各
企
画

の
H
%を
占
め
る
。
ま
た
、
山
梨

附
出
日
削
丙
同
u
h
十
)
は
的
6
7
0
0似

円
で
企
闘
の
8
%に
畑
山
田
ず
る
@

韓
盟
副
富
山
桝
で
h
る

世界に通用する農業へ@ I 

融鴎鋼、住輸と口体で

と、

3
叫
と
も
腕
控
仲
の
9
削
岨

b
B口
市
醐
刷
で
あ
る
。
一
方
で
、

氷
山
抑
制
肘
の
純
白
臨
も
宵
っ
て
お

り
、
川
口
以
上
白
細
川
市
体
以
3
出

で
3
6
0
0
を
削
v宍
そ
の
う
ち

約
1
2
0
0は
即
治
以
T

ヒ
の
柿
曲

川
刷
を
持
つ
。
到
に
は
示
吉
れ
て

い
は
い
が
、

1
0
o
m哉
た
は
そ

れ
仕
組
え
話
静
は
俳
も
お
叫
で
闘

車
市
宮
る
。
散
で
は
誌
だ
少
な
い

が
、
合
同
で
は
1
0
0
m以
上
町

純
日
体
は
1
2
2
0に
よ
り
、
大

則
M
W
な
山
混
昨
引
い
体
は
刷
引
紀
地

え
て
い
吊
。

間
四
は
、
組
訂
的
に
は
削
船
似

中
八
が
出
回
し
て
い
お
よ
U

つ
に
み
え

玉
、
そ
の
続
的
山
川
町
拡
人
M

Hμ誕
の
劫
前
化
に
必
ず
し
も
帖
ひ

圃

e 
付
い
て
い
な
い
こ
と
で
出
ザ
匂
例

え
ば
、

1
0
0お
の
帥
地
持
品
川
勺
叫

し
て
い
た
と
し
て
も
、
出
地
が
1

市
川
品
川
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
わ
げ
で

は
な
い
a

散
均
所
ほ
お
ろ
山
町
数
十

カ
断
、
出
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以

走
骨
建
塁
加
地
問
耐
の
合

計
が
1
0
0
Pで
拘
る
に
す
古
な

い
。
そ
の
郡
山
時
明
ほ
1
0
0力
所

1
0
0
P
の
総
抽
出
は
、

-
m
の

絹
闘
を
1
0
0品
目
ん
で
い
る
と
い

っ
た
方
市
い
い
。

岬
作
地
が
叫
般
し
て
い
て
は
、

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
出
来
構
壁

岬
地
な
り
附
地
へ
持
則
す
る
だ
は

tl
脱
出
柚
制
的
他
地
柿
ω川
や
山

外
崎
川
へ
の
則
柑
止
と
か
ら
山
地

季

ま

ず

、

章

、

府

豊

山
削
れ
た
と
主
に
偏
ぼ
じ
て
い
る

と
雌
作
補
間
な
ど
の
山
岨
が
中
じ

る
た
め
、
山
地
の
白
白
川
相
む
拙
う

よ
官
つ
に
岨
;
ま
な
い
。
一
方
で
、
世

酬
白
主
足
や
向
附
化
で
帥
作
肱
掘

さ
向
付
昂
山
地
も
崎
五
叫
的
泊
川
叫
に

匹
敵
す
る
柑
万
わ
に
K
る。

凶
為
市
制
的
酬
い
日
本
で
は
脱

出
は
有
効
に
凋
川
さ
れ
な
け
れ
ば

は
ら
な
い
。
叶
山
室
内
叫
ん
脱
地
を

出
納
す
る

ιめ
位
有
却
な
手
段
は

交
問
分
合
と
抽
地
で
出
る
。

官
民
分
台
は
、
分
前
じ
て
い
る

山
地
を
ま
と
め
て
而
的
出
制
法
曲

る
た
め
出
地
の
刷
朝
廷
交
闘
す
る

こ
と
で
品
り
、
倒
入
白
川
で
も
竹

わ
れ
る
が
、
一
般
的
に
は
地
同
の

地
り
細
み
と
し
て
見
刷
吉
抗
品
。

一
定
の
品
同
募
部
た
せ
ほ
土
地
出

品
悼
の
ド
で
の
明
梨
と
な
る
。
回

や
山
拙
か
ら
の
補
助
が
世
け
ら
れ
、

制
制
的
特
別
措
胞
も
あ
る
。
時
v

腐

こ
と
が
盟
古
し
い
。
す
な
わ
ち
割

印
刷
一
川
区
繭
が
一
般
的
は
小
山
拙

叶
帥
附
附
岳
、
ス
ー
パ
ー
川
脳
と

岬
ば
れ
る
2
U民
耐
で
腕
麗
し
悶

し
、
出
山
に
よ
り
出
約
化
し
て
出

型
棚
械
を
刻
一
制
的
に

I4川
で
き
る

刷
出
に
す
る
-
」
と
で
品
奇

そ
の
抑
苔
、
抽
出
し
炉
内
術
活
ι

世
で
は
な
と
、
地
域
で
一
体
と
な

阜
市
利
用
延
抽
出
す
る
必
叫
が

あ
ろ
う
。
帥
山
由
世
出
血
ら
住
民

牢
叩
る
た
め
居
住
区
は
耐
台
に
出

帆
レ
、
附
叫
や
帥
世
に
迎
剛
ず
る

こ
と
も
凶
趨
G
Aて
い
る
。
内
施

泉
市
巾
+
由
利
用
を
一
体
告

て
拙
命
的
に
計
闘
す
亭
品
叫
が
あ

奇
仲
間
宅
用
地
と
の
交
製
品
加

を
剛
悔
す
る
こ
と
も
均
え
ら
ね

奇
脱
出
FA口
で
な
く
ー
よ
り
広
雄

に
市
染
地
区
を
指
定
し
、
日
平
血
に

山
車
お
よ
び
怯
民
的
盟
附
耐
直
径

刑
制
し
な
廿
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
棋
の
刷
協
鰐
耐
は
品
表
明
世

支
持
剛
山
さ
れ
、
担
お
む
ね
国
が
半

分
ベ
、
師
道
府
肱
が
A
A
M
の
1
、
市

町
村
が
8
分
の
ー
を
白
掘
し
、
叫

り
の
8
分
の
ー
を
剛
一
人
が
負
叫
す

委
員
会
設
け
広
域
計
画

で
附
同
M
と
ら
れ
る
う
え
、
川
哉

さ
・
問
噂
九
や
収
閣
の
摘
を
過

し
て
し
ま
h

つ
こ
と
に
も
立
り
か
ね

な
い
。
世
っ
て
、
踊
位
制
明
証
弘

大
し
て
も
由
拙
の
組
問
を
Y
交
で

き
な
い
。
控
限
同
日
を
凪
え
て
も

コ
メ
の
&
一
西
コ
ス
ト
は
号
つ
し
た

杭
叫
し
を
度
映
し
、
統
計
的
に
は
出

ま
り
市
内
卜
が

A
ら
れ
な
い
“

こ
の
よ
ν
つ
な
胤
品
川
は
令
凶
据
地

で
を
託
、
分
地
し
た
拠
地
重

刷
す
る
こ
と
は
円
社
出
沼
町
附
咲

の
剛
山
で
出
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
山
抽
出
削
白
山
拍
手
と
な
る

政
成
時
打
r
J巾
さ
れ
て
こ
な
か
っ

戸
別
所
得
補
償
は
見
直
し
を

分
合
で
は
低
回
、
加
状
、
地
出
な

と
を
丞
到
す
る
こ
と
拙
く
、
山
地

の
楠
型
議
す
る
。

こ
れ
に
肘
じ
、
醜
雌
は
じ
干
軒
吊

の
山
地
を
蹴
地
し
た
り
、
一
つ
の

剛
崩
(
ほ
じ
よ
う
)
母
式
遍
く
し
た

り
す
る
上
地
頃
出
工
引
を
件
当
。

E
山
山
に
世
間
し
て
い
た
山
地
の

附
判
を
、
工
引
怯
の
珊
し
い
山
地

に
割
り
当
て
る
の
が
剛
山
地
で
出

る
。
工
市
川
町
内
同
地
と
工
耶
惜
の

脱
出
を
抑
制
し
、
地
問
(
世
記
決

J
の
而
刷
}
、
ホ
皆
、
附
制
な
ど
の

由
掛
川
品
仲
町
や
利
削
括
判
巳
不
陶
削

が
出
る
と
さ
は
、
そ
の
説
を
の
叫

で
山
口
ゆ
る
。

川
府
民
・
州
叫

に
よ
石
川
陣
地
-

j
 

r
j
N
 

Fa主
川
町
棋
な

志
賀
選

告
4
M
M
と
し
て

泊
り
、
こ
れ
に

合
わ
せ
て
陣
地

の
手
仏
を
川
い

て
脳
陣
似
六
や

有
効
な
土
瑚
利

附
&
川
酬
す
る
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る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
田
町
世
出
町
但
聞
に
あ
た
っ
て

は
、
刷
人
白
血
但
柔
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
白

県
師
、
山
地
の
陥
印
刷
前
識
は
国

が
9
制
負
担
す
る
な
ど
、
出
qM館

山
土
地
出
血
削
捻
は
脚
例
で
扇
町

民
出
が
か
さ
上
げ
さ
札
る
。

出
開
問
聞
の
一
削
は
予
郎
町
組

み
円
え
で
時
出
す
ベ
さ
で
あ
り
、

叫
に
パ
ラ
マ
キ
的
政
慌
で
む
し
右

附
出
世
刑
を
組
ず
り
せ
る
戸
別
所
間

同
問
山
慌
を
や
め
て
、
そ
の
予
却

を
閉
山
り
向
げ
る
べ
き
で
出
る
。
出

掛
へ
の
戸
別
冊
掛
川
出
ば
U
叩
山

で
8
下
一
傾
向
を
岨
え
る
予
口
が
川

上
さ
机
て
い
る
。
今
年
肢
は
叫
に

抽
出
し
事
加
も
時
っ
て
い
る
た
め

品
一
而
的
附
止
は
闘
雌
で
出
る
に
せ

よ
、
目
印
山
以
出
、
出
版
町
大
込

な
帳
艇
を
合
泊
予
昨
の
大
師
担
比

胤
し
が
品
副
で
由
ろ
う
。

山
川
岨
の
制
約
化
や
血
判
出
地
U
HF
 

却
ほ
ど
、
時
川
川
・
民
同
を
問
柏
村
ザ

陣
々
担
プ
ラ
ン
が
拙
か
れ
て
い
る

が
、
そ
相
U
b
は
す
べ
て
帥
干
亦

っ
た
世
と
し

τの
闘
拙
に
ガ
吉
な

い
。
山
岨
は
そ
こ
へ
田
市
る
点
聞
で

出
石
。
げ
が
耽
耐
的
潟
村
肯
と
な

り
、
ど
の
よ
E

つ
に
山
説
者
ゃ
れ
民

的
邸
剛
哩
民
腕
さ
せ
る
の
か
。
利

世
が
対
世
し
た
出
合
の
削
相
在
ど

弓
4
9
る
の
か
。
一
帥
的
な
同
行
位

認
川
町
管
制
は
出
り
似
品
、

時
間
に
は
民
間
出
力
棒
望
。
出

寸
カ
情
fc掘
る
べ
き
で
出
る
。

一
つ
の
ア
イ
デ
ア
は
行
政
阻
者

組
え
た
ほ
崎
で
の
酌
づ
く
り
の
叫

帯
品
川
耐
在
、
山
市
教
の
問
者
明
訓
尚

す
る
地
域
翠
Z
A
U虫
に
彊
担
る

こ
と
で
品
売
揖

U合
同
県
や
市

町
村
一
世
官
雌
え
て
肝
岡
事
級
り
、
地

域
の
出
招
者
・
住
民
に
附
也
市
し
削

蝦
に
あ
た
る
。
揖
聞
に
は
出
張
や

地
問
講
者
と
い
っ
主
阻
揮
の
相
川
世

間
係
者
は
加
わ
ら
な
い
。
利
叫
削

魁
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

σ
τ
Uえ

ば
い
い
。
制
組
だ
廿
で
な
く
担
行

指
ま
で
作
出
す
る
噛

μ会
と
し
て

桐
阻
も
内
与
す
る
が
、
彊
口
は
フ

ル
タ
イ
ム
で
任
捕
に
あ

t話。

地
胤
前
聞
の
情
宜
に
占
た
っ
て

は
、
同
々
は
痢
制
が
間
山
に
な
り

か
ね
な
い
。
出
地
の
山
的
と
大
加

脱
出
に
附
し
て
は
出
品
鋭
凶
の
制
約

が
出
る
。
且
科
砂
地
而
明
喧
を
担
割

す
告
件
は
現
在
白
州
第
也
だ
け
で

な
く
、
川
流
企
盟
の
タ
λ
な
ど
新

た
配
地
町
制
。
が
欠
か
せ
な
い
。

し
か
し
、
山
地
出
で
は
山
梨
生

酎
時
入
以
外
由
時
式
誕
祉
の
山
地

取
川
を
臨
め
て
い
な
い
。
世
車
内

や
り
ス
ク
的
障
の
ノ
ウ
ハ
ウ
安
時

つ
株
式
晶
牡
艇
に
山
地
取
削
是
認
め

て
世
口
を
但
U
、
生
日
限
だ
廿
で
な

再
加
工
・
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
を
視

野
矢
れ
高
加
を
可
出
に
す
る

こ
と

M
望
ま
し
い
。
時
孔
合
症
が

山
一
地
告
曜
件
さ
廿
品
踊
れ
が
出
る

と
い
う
の
で
出
れ
ば
、
一
定
期
川
、

例
え
ば
加
悼
聞
は
脂
附
桂
成
拍

ず
、
ま
た
、
柑
作
肱
揖
や
}
小
蜘
伸

に
酷
い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
l
本
片
F
U、

山
地
を
山
地
と
じ
で
渦
帥
附
す
る
こ

喜
世
間
す
ね
は
い
い
。

出
日
本
穴
、
出
災
h
T
b
立
ち
附
る

た
め
に
品
川
宇
な
こ
と
は
、
明
拡
に

な
ん
ら
か
の
よ
り
ど
こ
ろ
後
日
つ

付
る
乙
と
で
あ
る
。
世
田
プ
ラ
ン

は
そ
の
よ
告
に
惜
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